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シ
ス
テ
ム
の
主
要
機
器
等
の
老
朽

化
や
、
交
換
部
品
の
調
達
が
困
難

等
の
理
由
か
ら
更
新
し
た
。
更
新
に
あ
た

り
、
災
害
現
場
の
映
像
及
び
音
声
を
提
供

で
き
、
か
つ
、
端
末
同
士
で
双
方
向
通
話

が
で
き
る
「
現
場
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
」、

聴
覚
や
言
語
に
障
害
が
あ
る
方
が
チ
ャ
ッ

ト
形
式
で
119
番
通
報
が
行
え
る
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ

119
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
の
ほ
か
、「
多

言
語
通
訳
シ
ス
テ
ム
」、
大
規
模
災
害
時

の
「
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
た
。

な
か
で
も
双
方
向
通
話
が
可
能
な
現
場
情

報
共
有
シ
ス
テ
ム
は
、
北
摂
で
本
市
の
み

が
導
入
し
て
い
る
。

な
く
、
陶
芸
体
験
や
ゴ
ム
製
品
の
製
造
体

験
な
ど
、
本
市
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
コ
ト
体
験
に
関
し
て
も
返
礼

品
と
し
て
出
せ
る
よ
う
、
事
業
者
と
連
携

を
図
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

２
０
１
９
年
度
の
特
定
目
的
積
立

金
は
9.3
億
円
の
増
額
と
な
っ
た

が
、
積
立
額
の
ほ
と
ん
ど
は
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
の
も
の
で
、
中
止
す
べ

き
と
の
立
場
で
あ
る
。
ま
た
、
２
０
１
９

年
度
末
の
積
立
金
の
総
額
は
229
億
円
で
あ

る
が
、
財
政
調
整
基
金
（
※
１
）、
特
定
目

的
基
金
（
※
２
）
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
額
は

あ
る
の
か
。

目
標
額
に
つ
い
て
、
天
災
や
経
済

状
況
の
悪
化
な
ど
不
測
の
事
態
に

備
え
る
財
政
調
整
基
金
は
、
税
等
の
一
般

財
源
や
標
準
財
政
規
模
の
約
20
％
と
い
う

問答 積
立
金
優
先
の
財
政
運
営
中
止
を

考
え
方
を
一
つ
の
目
安
と
し
て
い
る
。
主

要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
等
の
財
源
と
な
る

特
定
目
的
基
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
想
定
す
る

各
事
業
費
に
対
し
、
可
能
な
限
り
財
政
負

担
の
平
準
化
を
図
る
観
点
で
積
み
立
て
を

行
っ
て
い
る
。

１
億
９
，
９
７
４
万
９
千
円
の
予

算
措
置
を
行
い
、
高
機
能
消
防
総

合
情
報
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
た
理
由
と
新

た
に
、
ど
の
よ
う
な
機
能
が
導
入
さ
れ
た

の
か
。
ま
た
、
近
隣
市
で
の
導
入
状
況
は

ど
う
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
過
去
３
年
間
の

寄
附
額
と
控
除
額
は
ど
う
か
。
ま

た
、
魅
力
あ
る
返
礼
品
を
増
や
す
た
め
に

ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る
の
か
。

寄
附
額
は
、
平
成
29
年
度
が

６
，
０
７
５
万
８
千
円
、
30
年

度
が
１
億
２
，
７
４
２
万
９
千
円
、
令

和
元
年
度
が
７
，
８
２
１
万
９
千
円
で
、

控
除
額
は
、
平
成
29
年
度
が
３
億
６
，

５
７
１
万
３
千
円
、
30
年
度
が
５
億
２
，

５
４
７
万
２
千
円
、
令
和
元
年
度
が

６
億
７
，
６
９
６
万
３
千
円
で
あ
る
。
返

礼
品
に
つ
い
て
は
、
モ
ノ
の
提
供
だ
け
で

問 答ふ
る
さ
と
納
税
の
充
実
を

問 高
機
能
消
防
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
は

答 　
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　　「令和元年度大阪府茨木市一般会計決算」
の審査が付託された一般会計決算特別委員
会は、福丸孝之委員（自由民主党・絆）を
委員長に選任し、9月 11 日・14 日・15 日
の３日間にわたり、関係書類の審査を行っ
たのち、16 日に質疑を行いました。
　ここでは、一般会計決算特別委員会での
主な質疑応答の要旨を掲載しています。

一般会計
決算特別委員会
質　疑
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康
博

電
力
や
ガ
ス
の
自
由
化
に
伴
い
、

本
市
の
庁
舎
関
係
の
電
力
及
び
ガ

問 入
札
に
よ
る
電
力
・
ガ
ス
の
削
減
状
況
は

い
わ
ゆ
る
わ
た
り
の
現
状
に
つ
い

て
、
そ
の
状
況
に
あ
る
職
員
の
人

数
と
本
市
の
課
題
認
識
は
ど
う
か
。
ま
た
、

改
善
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
議
論
が
行

わ
れ
て
き
た
の
か
。

行
政
職
給
料
表
（
一
）
に
お
い
て

３
級
か
ら
５
級
の
職
員
が
い
わ
ゆ

る
わ
た
り
と
指
摘
さ
れ
る
状
態
で
あ
り
、

平
成
31
年
４
月
１
日
時
点
で
537
人
で
あ

る
。
本
市
給
料
制
度
は
、
地
方
公
務
員
法

を
順
守
し
、
適
正
に
運
用
し
て
お
り
、
21

年
度
以
降
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
（
※
３
）

は
31
年
度
を
除
き
100
を
超
え
て
い
な
い
た

め
、
直
ち
に
解
消
す
べ
き
課
題
と
ま
で
は

捉
え
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
本

市
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
可
能
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
る
。

問 わ
た
り
に
対
す
る
市
の
課
題
認
識
は

答

（※ 2）特定目的基金：大規模な公共施設整備など、将来の財政需要に備え、特定目的のために積み立てる基金。 
（※ 1）財政調整基金：地方公共団体における、年度間の財源の不均衡を 調整するための基金。 

（※３）ラスパイレス指数：国家公務員と地方公務員の給料を比較するときに使う統計上の指数の一つで、国の行
政職俸給表（一）適用職員の俸給月額を 100 とした場合の地方公務員一般行政職の給
料水準を表すもの。
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市
議
会

だ
よ
り

ど
う
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
事
情
で
の

利
用
が
あ
り
、
市
が
断
っ
た
ケ
ー
ス
は
あ

る
の
か
。義

務
教
育
の
障
害
児
の
学
習
機
会

を
確
保
す
る
た
め
、
保
護
者
が
疾

病
等
の
場
合
、
介
護
が
必
要
な
児
童
・
生

徒
の
通
学
支
援
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
令

和
元
年
の
２
学
期
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

障
害
児
通
学
支
援
事
業
の
制
度
の

概
要
、
目
的
、
予
算
額
、
実
績
は

道
路
は
市
民
生
活
に
と
っ
て
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、

移
動
手
段
の
要
で
あ
る
。
そ
の
反
面
、
道

路
の
通
行
や
使
用
方
法
、
ま
た
大
型
車
の

通
行
に
よ
る
騒
音
や
振
動
な
ど
不
快
に
感

じ
る
こ
と
も
あ
る
。
市
民
や
運
送
業
者
等

に
対
す
る
道
路
の
使
い
方
の
啓
発
や
警
察

等
と
の
連
携
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
。

新
た
な
物
流
倉
庫
等
へ
の
高
速
道

路
や
国
道
か
ら
の
入
庫
経
路
、
出

庫
経
路
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
生
活

道
路
を
通
ら
な
い
よ
う
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
大
型
車
が
規
制
さ
れ
た
道
路

を
通
行
し
な
い
よ
う
、
警
察
と
連
携
し
、

取
り
締
ま
り
や
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

答

問 生
活
基
盤
の
整
備
へ
の
取
り
組
み
は

問 障
害
児
の
通
学
支
援
へ
の
取
り
組
み
は

会 計 区 分 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差　引
一 般 会 計 92,539,347,584 90,536,406,440 2,002,941,144

特
別
会
計

財 産 区 5,151,294,138 120,105,846 5,031,188,292
国 民 健 康 保 険 事 業  27,934,342,246 26,975,216,368 959,125,878
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 4,105,607,075 3,960,934,743 144,672,332
介 護 保 険 事 業 18,814,985,475 18,466,793,579 348,191,896

合 計 148,545,576,518 140,059,456,976 8,486,119,542
下 水 道 等 事 業 会 計

（ 収 益 的 収 支 ） 7,407,035,481 6,073,986,302 1,333,049,179

水 道 事 業 会 計
（ 収 益 的 収 支 ） 5,899,307,917 4,936,420,593 962,887,324

[ 令和元年度各会計別歳入歳出決算額 ］[ 令和元年度各会計別歳入歳出決算額 ］ （単位：円）（単位：円）

令和元年度決算を認定

一般会計決算特別委員会での関係書類審査一般会計決算特別委員会での関係書類審査

　　令和元年度一般会計・特別会計決算及び企業会計決算は、一般会計決算特別委令和元年度一般会計・特別会計決算及び企業会計決算は、一般会計決算特別委
員会及び各常任委員会で審査後、９月 25 日の本会議で認定しました。員会及び各常任委員会で審査後、９月 25 日の本会議で認定しました。
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答

本
市
に
は
10
基
の
火
葬
炉
が
あ

り
、
計
画
的
に
更
新
工
事
を
実
施

し
、
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
火
葬
炉
に
も
耐
久
年
数
に
限
り
が

あ
る
。
火
葬
炉
の
更
新
工
事
計
画
の
時
点

で
、
火
葬
場
の
新
設
に
つ
い
て
の
議
論
は

あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
に
対
す
る
考

え
は
ど
う
か
。

順
次
、
実
施
し
て
い
る
火
葬
炉
の

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
（
※
４
）
を
行

問 火
葬
場
の
新
設
に
つ
い
て
の
議
論
は

答 ス
の
事
業
者
を
入
札
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
削
減
効
果
が
得
ら

れ
て
い
る
か
。

電
力
の
年
間
使
用
量
に
対
す
る
落

札
額
と
関
西
電
力
の
約
款
額
に
つ

い
て
同
年
同
月
の
も
の
を
比
較
計
算
す
る

と
、
削
減
率
は
平
成
29
年
度
が
28
．
６
％
、

30
年
度
が
43
％
、令
和
元
年
度
が
44
．
７
％

で
あ
る
。
同
様
に
、
ガ
ス
の
落
札
額
と
大

阪
ガ
ス
の
約
款
額
を
比
較
計
算
す
る
と
、

削
減
率
は
平
成
29
年
度
が
31
．
５
％
、
30

年
度
が
18
％
、
令
和
元
年
度
が
８
．
５
％

で
あ
る
。
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
卸
売
業
者

が
少
な
く
、
競
争
原
理
が
働
き
に
く
い
こ

と
が
経
済
産
業
省
に
お
い
て
も
課
題
と
し

て
認
識
さ
れ
て
お
り
、
国
の
動
向
を
注
視

し
て
い
る
。

答

令
和
元
年
度
の
予
算
額
は
、
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー
の
委
託
費
用
と
し
て
、
扶
助
費

366
万
５
千
円
で
、
執
行
率
は
約
37
％
で
あ

り
、
実
績
額
は
135
万
円
で
あ
っ
た
。
利
用

の
理
由
は
、
保
護
者
の
疾
病
や
入
院
等
で

一
時
的
に
送
迎
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
な

ど
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
断
っ
た
ケ
ー
ス

は
な
い
。

う
前
の
段
階
で
検
討
を
行
い
、
稼
働
率
や

耐
用
年
数
等
を
勘
案
し
、
火
葬
炉
の
オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

長
寿
命
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、

死
亡
者
数
の
見
込
み
の
状
況
な
ど
を
考
慮

し
、
火
葬
炉
の
整
備
等
に
つ
い
て
考
え
る
。

（※４）オーバーホール：機械・装置類を分解して点検、修理すること。


